







も使用していながら、子ども学の領域 は忘れら ている人がいることである。他方 児童学や と












たということではない。細谷の研究や教育の業績は、教育方法や技術教育などにみられるように教育学界では今も生きている。『教育環境学』という著作を通して、教育学を超えて環境学との関わりも微かに記憶されている。しかるに、児童 ・子ども学の流れからは、細谷の名前 脱落に近 状態であ また環境学においても、環境にかんする先の著書のタイトルが知られている程度で、細谷の名はほぼ忘れられかけている。
実際に、子ども学の研究の推移や動向をみると、細
谷はこれまでは明確には評価されて ない しかし、子ども研究や子ど 学 過去の足跡 ふり返る き、また今後の子ども学の深化や学としての確立を考えるとき、細谷の残した業績 有意味な素材や理論的・方法的ヒントを提供し くれ いる。
細谷は、子どもの成長・発達にも、またそれらに対
する総合 研究にも、環境の問題が意外に重要な位置にあることに早くから着目してい 。それだけでなく、彼は、環境の重要性の認識から、その研究を教育環境学、さらには児童環境学として学に 止揚する挑戦も行ってい 。とくにその挑戦が、一九三〇年代という早い時期になされたというこ が驚きなのである。環境を学とし 認識する人、あるいは環境 を目
ざす人などまず生まれようもなかった時代である。
細谷という人は、環境・環境学といった当時にあっ
てはマイナー 領域・課題に眼を向けていたが、大学における教育・研究・経営活動全体に目を向けてみると、広い部門・課題にかかわっていたことがう がえる。ただ、よく知られているのは、教育学の領域における研究・教育である。論文・著書も大方が教育学関係のものである。とくに専門としたのは、教育方法（論）、技術教育・産業教育、学校経営などの研究と教育である。また、学長、学部長、学科長、理事、評議員なども経験しているように、研究 教育 みではなく、学校経営・運営にも携わっている。
そんな中でも、今日に生き、今後も生き続ける細谷




一九三五年）は同選集には収録されていない。しかも「解説」でもとくには言及されていないし、別巻の「略年譜」や「著作目録」においても、『児童環境学』は忘れられている。『選集』における、これらの扱いは細谷の意向を受けたものとも推測できなくはない。 その場合、 細谷自身は、同書の存在 内容が明 かにされることを喜ばなかったのかもしれない、などとありえないことも推測したりする。 『児童環境学』のその後の扱 そう う不自然な感を抱かさ るが さらに 『選集』 別巻の 「解説」でも、 「第二の著述としての『技術教育』 」 （上沼八郎「解説」 、前掲『細谷俊夫教育 選集』別巻、二〇二頁）あり、第二の著作が『児童環境 であることは、専門の研究者の間にも認識されていない。学者・研究者の世界で、特定の著作を意図的に無視あるいは排除したとはどうしても考えられない 単純に『選集』編者たちの認識から脱落していたに ぎないものと受け取る以外ないであろう。ちなみに、細谷はその頃雑誌類にも教育・子どもと














学と児童環境 と う二つ 環境学関連 著作を引っさげて先導的に進んだ。もちろん、環境そのものは、意外にも多くの人によって、それ以前から注意を集めていた。すでに一九二〇年代、さらに細谷が環境学著作を世に出す一九三〇年代初頭に 、一部の人たちが環境視点・環境 関心を示し していた。第二次世界大戦後、公害認識を超えて、環境認識が全般化に向かうのが一九七〇年代以降であることを考えると、一九二〇年代、三〇年代における環境への関心は十分に注目に値する。
もっとも、一九二〇年代、三〇年代の環境認識は、
対象が子どもや教育ということもあって、当時細谷も使った「生活環境」、つまり主に今日いうところ 社会環境ないしは社会・経済環境である。それに対して一九七〇年代以降の 認識は、 破壊と 反公害認識や運動を受け継いでいるだけに 社会性は強いものの、そこで問題にされたのは主に自然環境ないしはそれに関わるものであることに留意を払う必要があるであろう。
そのような流れの中に、細谷は、一九三〇年代早々
に動き出した。その中でも、とくに細谷は、環境学の標題を持った二つの著作を世に送り出したことで、今日の視点からみれば際立っていた。それ よって 今日隆盛を誇る環境研究・環境学全体 対しても、細谷はパイオニアの一人に位置づけられてよい。当時、環境に関心を示したものは、意外に少なくはなかったが、なかでも児童環境学・子ども環境学で 、その最初の挑戦者であり、その意味では学祖といっ
人間にとっては外的要因・要素である境遇や状況、




































されていく。実際 、その後岡崎師範 教諭を踏み台に、東京帝国大学助手を手始めに大学に職を得るようになってから、教育方法 技術教育 学校経営などの研究領域でかつての教育実践・経験は実っていくからである。
一九三五年、そのような現場体験を生かして、新た







他、新たに日本教育経営学会（会長にも就任）、日本産業教育学会（理事長 も就任）の創設にも関与するなど、学界・ でも、活躍をする。 七〇は、民間出版社の研究所であった教育調査研究所の財団法人化にも積極的に協力、設立代表者として初代理事長に就任している。他に全国保母養成協議 会長も歴任している。
また行政機関関係の審議会・委員会などでも活躍す







しては、教育・研究の第一線で後身の指導にあたった他、著作類のうち、単著では、先 紹介 た『教育環境学』（目黒書店、一九三二年）に続いて 『児童環境学』（刀江書院 九三五年）、 技術教育
　
―成






必ずといってよい 取上げられている。社会運動人名辞典類にも忘れられずに取り上げられ いる また教育学の先行研究を取り上げる著作 も、細谷は取り上げられている。
それらでは、細谷といえば、教育学者、とくに教育
の理論・方法、技術教育、学校・学級経営などへ かかわりや業績が紹介され ただ、そ ら は実践面でも、研究面でも、とくに独自性・オリジナル性の高さを認める評価は必ずしも明快にはなされていない。
しかも、いずれの場合も、環境研究、とりわけ児童



























今度は、観念的・理論的紹介を超えて、日本 お子供をめぐる現実の事例の観察、分析にま 入り込む。もちろん 事例 みでなく、児童環境学 具体的な内容や方法も知 ことができる。環境に関する見方・説明も第一作よりも分かりやす なってい 。
ところが、この労作および業績が、これまで研究者
の視界・視野の外に置かれる 少なくなかった。人名辞典における細谷の項や細谷に関する紹介記 でも、こ 環境部分、とく 児童環境学部分だけが脱落
しているのが普通である。
この著作以前は、生徒の、また教育の環境を考える
にしても、多くは学校が主 、学校外の環境は付随的・副次的と考え 環境認識 った。それに対する批判として、「環境と学校とを対立させることをやめて、学校自身も子どもの環境の一部分に過ぎないと考える」（細谷俊夫前掲『児童 学』序の二頁）こと、つまり より 本位に考えることから、細谷はその理解に沿う児童環境論を世に問うたのである。
もともと教育や教育学は、平板に、また単一にでは














ゆる可能な関係を織り込んだ網の様なもの」（細谷俊夫前掲『教育環境学』二五七頁」）である。それは多様であり、特定の場のみを指すのではない。つまり、ただ場があり、自然やまちがあれば、 だちに環境が成り立つのではない。それらと人間との相互作用があって初めて子どもの成長・発達 糧 なり、かつ科学なり学問なり 対象となる環境が成立する。人間が中心に 、事物、事象、自然との相互作用があって、初めて科 認識の対 に る環境は成立するのである。
実際に、同じ景観、同じ商店街・繁華街、同じ住宅




般的なものであった。例えば、野口樹々は「児童の生活環境」という節を設けている 問題』（三笠書房、一九三九年）において、ほぼ類似の説明を行っている。野口は、児童が「無事太平に自然の発育経過を辿るのも、外界の諸条件を前提としてのことである…。外界はすでに生活の構成要素なのだ。外界あつて初めて生活内容が組み立てられる。」（野口樹々前掲『児童問題』一五九頁）とした上で、「人間が自分を中心として外界を考へるときこれを環境と呼ぶ。…環境の問題とは自己の生活を中心 生活と外界 間の交互の影響作用が問題なのだ。だから生活あっての環境だ。」（野口樹々前掲『児童問題』一六〇頁）説明している。
子どもにとっては、環境は外的要因・外因的要素で
ある。自身の肉体や精神、その発達や変化といったことが外界、環境などと全く無縁に存在し、展開していくのではない。肉体や精神、そしてその発達や成長外部から孤立して子どもにかかわる問題となってのではない。家庭、住居、学校、道路 公園、食料・食事、教育や訓練、文化や芸術なども 環境 して子どもと触れ合うこ により 成長、発達の重要な糧・要素となる。とい より、「すべての教育的目的設
定、すべての教育的希望の中には一つのよりよい環境が考えられてゐる」（細谷俊夫前掲『教育環境学』一一頁）。」つまり「よりよい環境」 、子どもの成長、発達にとって最も重要な要素・因子の一つであり、それだけにその設定・構築は教育 大切な目標一つにもなるのである。
細谷は、子どもが日々生活する場・地域での周辺状








教育の大切な目的の一つであるが、そこでも大切なことは、子どもであれ、人間・人あっての環境ということである。環 が子どもなど人間の主（あるじ）になるのではない。ただ、環境は、人々 外・四囲にありながら、相互作用を通して、まだ受け身 立場の子どもの成育、発達には大きな意味を つことにな 。それが細谷の環境・子供環境に対する認識である。
（２）環境が子どもおよびその教育に及ぼすもの細谷にあっては、環境は子ども・人間あっての存在





るのは、西洋では主に一八世紀になってか である。産業革命を機に、資本主義経済の発展と共に労働者階級の増大がみられるが、その中で学校に通えない生徒、ランチを持って学校に行けない生徒が目立 くる。その背景には、失業、貧困、家庭崩壊 ど子どもをとり囲む不幸な事態・事象の発生、拡大が存在していたのである。
その頃は、まだ環境という総合的な枠組みの認識は
なされていなかった 環境といっても 子ども 身近な周辺にある境遇や事態に対するバラバラの認識であった。その境遇や事態を解決や緩和することによって不幸 子どもたちの問題も、解決や緩和ができ という認識が一般的であったのである。
そこから、「人間の悪化は、社会の改造によって救





























際に、つねに触れ合うのが環境である。学校も、そにおける教師も環境なのである。子ど 研究は 子どもの成育、発達とその流れ全体に沿うもので そのどの場・過程にも常 環境との触れあいが存在している。教育学が観念から現実へ、また一般論 具体化へと適切に対応す は、 成否は環境 かに認識するか、またいかに受容・吸収するかにかかわるといってよい。
心理学や教育学の世界では、四囲の状況など境遇、




























































には順当には進まない。細谷によれば、子どもは、一方で周囲の環境から刺激・影響を受けること よって成長、発達する。他方で成長、発達 欠かせない子ども自身の各種の欲求・ニーズを四囲の環境に向けて発信したり、求めたり、実際に吸収したりすることによって成長 発達する。
日本の教育界にあっては、戦前から情操および情操
教育ということが重視されてきた。その際には、子どもが生まれながらにもっている素質・情緒・感情を周囲の環境や教育によって優雅な情操や品格にまで高めるという理解を根底や方法に持っていた。青木誠四郎が「子どもは周囲の刺激か 自分の胸に湧いてくる感情によつて動く性質 もつている」、ある は「情操の陶冶とか、情操の教育といふのは、こ 生まれつきの情緒を導き高め 、情操にまで届かせること」（『家庭における 鍛錬』二八九頁 主婦の友社、一九四二年）、それを四囲の環境との相互作用で行うと理解している通りである。細谷も、根底に境遇など環境が子ども 良き情操にも、悪しき情操 も影響するという伝統的な考えを根底には っていた。
そのような環境との適切な相互作用なしには、子ど





体像の解明や研究には、環境の理解、 環境 の関係の理解が是非とも必要である。それなしには、教育・教育学でも、適切で正しい解明や研究は困難である。この辺 こと 、細谷の成果から読み取 ことができるであろう。
従来、教育や教育学では、「教育とは如何にあるべ
きものかといふ とが中心になつてゐた」（細谷俊夫前掲『児童環境学』二三九頁）。学問にも教育にも、理想や目標は不可欠ではあるが、それが現実とのつながりなしに論じられるの れば、観念の世界の遊戯に終わってしまう。理想と現実 つながり 大切であるが、それをつなげる柱の一つこそ、 や児童学・子ども学では「子供の環境」（細谷俊夫前掲『児童環境学』二三九頁）なのである。
これらからもうかがえるように、細谷の環境認識、
それに基づく環境学への挑戦は、極めて興味深く、先駆的である。どのような年代、家族状況、経済状態
園・学校、地域、関心の中に置かれていようと、子どもは、現実そのものである環境とのつながりを回避することも、無視することもできない。そ だけに、現実の環境があらゆる子ども またあらゆる子ども研究のつなぎ・つながり役にもなりうる。児童環境学にしても、総合的な子ども の柱の一つになりうるし、それだけでは く、同時に子ども学のなか 、それを構成する個々 子ども研究の間のつなぎ役 統合化役をも担いうるの ある。結びに
以上のように、個人的関心や社会的ニーズに応え
て、新たなもの 挑戦し、新たなものを創造・発見するという学問の本質 触れる取り組みを、細谷は若くして、しかも大学在学中、さらに卒業直後 駆け出しのときに、早くも実行した。そ を当時 指導教授も支援したのである。
その点で、細谷の大学出たての初期の研究姿勢は、






も環境研究の本格化、そして子ども 会の創設結実することになる。多くの人は、そ 種を蒔い のが若き日の細谷であったことに思いを致すことも いかもしれない。しかし、細谷が子ども環境学 淵源位置している事実は、必ず生き続けるであろう。
著作として世に送り出さ た以上、忘れられる時
期、受け入れ もらえない時期があろう も、それがオリジナルなもの、通説や既成の あり方 内容、水準を超えるものを持って る限り 全体としては必ずどこかで再評価され、蘇るときが やって来る。細谷の教育と児童をめぐる環境学へ 取 組みと挑戦がまさにそれである。いったん忘れられても、どこかに光を放ち続けていたことにより 誰かが注意を
向け、見直しがなされるのである。若い日の成果であるだけに、不十分なものをもっていたとしても、それを超えてオリジナルなものが具わっている限り、いつまでも光を失わないのである。
それにしても、若き日の細谷の発想、視点、挑戦、
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その他教育学を中心にした人名辞典類
